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水産業への支援
JFグループの一員として

水
産
資
源
を
守
り
、
育
て
る
こ
と
。

そ
の
た
め
に
も
海
と
の
持
続
的
な
共
存
を
探
り
ま
す
。

周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
。

海
が
も
た
ら
す
恵
み
を
誰
も
が
享
受
し
て
き
ま
し
た
。

地
球
の
温
暖
化
や
汚
染
に
よ
る
海
の
生
態
系
へ
の
懸
念
。

農
林
中
央
金
庫
は
、
J
F
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て

漁
業
で
生
計
を
立
て
る
人
々
と
の
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。
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浜
の
未
来
を
育
む
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動

環
境
・
生
態
系

保
全
活
動
へ
の
支
援

　

わ
が
国
に
は
、
約
6
3
0
0
の
漁
業
集
落
と

2
1
7
6
の
漁
業
地
区
が
あ
り
ま
す
。
漁
業
地
区
の
7

割
強
に
は
藻
場
、
干
潟
、
サ
ン
ゴ
礁
な
ど
い
ず
れ
か
の

生
態
系
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
生

態
系
は
沿
岸
域
の
開
発
、
陸
域
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
負

荷
に
よ
っ
て
年
々
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

藻
場
は
、
多
種
多
様
な
生
物
の
産
卵
や
幼
・
稚
魚

の
成
育
の
場
で
あ
り
、
海
水
の
浄
化
や
透
明
度
を
回

復
さ
せ
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
干
潟
は
、
貝
類
、
ゴ
カ

イ
、
バ
ク
テ
リ
ア
な
ど
の
多
様
な
生
物
が
生
息
し
て
お

り
、
干
潟
に
流
れ
込
む
有
機
物
を
分
解
し
、
海
水
を
浄

化
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
藻

場
や
干
潟
は
、
わ
が
国
の
経
済
成
長
と
と
も
に
多
く
が

消
滅
し
ま
し
た
が
、
漁
業
者
は
漁
業
生
産
を
維
持
す

る
た
め
に
も
こ
れ
ら
の
生
態
系
を
守
り
育
て
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
、
藻
場
づ
く
り
や
干
潟
の
管
理

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、全
国
の
J
F（
漁
協
）で
も「
資
源
保
護
や
管
理
」

「
害
敵
生
物
の
駆
除
」「
種
糸
や
プ
レ
ー
ト
に
よ
る
藻
場

造
成
」「
干
潟
に
お
け
る
二
枚
貝
や
稚
貝
の
移
植
・
放
流
」

「
サ
ン
ゴ
礁
域
に
お
け
る
赤
土
な
ど
の
流
入
防
止
対
策
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
保
全
・
再
生
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
J
F（
漁
協
）の
青
壮
年
部
や
女
性
部

を
中
心
に
、
漂
着
し
た
ゴ
ミ
等
の
回
収
・
清
掃
や
、
森

を
守
る
こ
と
を
通
じ
て
豊
か
な
海
づ
く
り
を
目
指
す

植
樹
活
動
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

当
金
庫
は
、こ
う
し
た
自
主
的
な
活
動
に
協
力
す
る

た
め
、浜
の
清
掃
作
業
に
対
す
る
ゴ
ミ
袋
の
提
供
、子
ど

も
た
ち
や
地
域
住
民
に
対
す
る
啓
発
活
動
と
し
て
、地

球
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
糸
口
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の

「
海
藻
お
し
ば
栞
」な
ど
を
提
供
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
19
年
度
は
、
地
域
の
祭
り
や
交
流

会
な
ど
全
国
で
5
7
2
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
、
合
計
1
4
万
1
4
2
4
枚
の
「
栞
」
が
配
布
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
20
年
度
か
ら
配
布
を
開

始
し
た
廃
棄
物
処
理
袋
に
つ
い
て
は
、
上
半
期
で

3
1
4
グ
ル
ー
プ
（
4
万
9
6
1
人
参
加
）
に
対
し

6
万
3
0
0
0
枚
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

資
源
管
理
型
漁
業
の
推
進

　

健
康
志
向
の
広
が
り
か
ら
、
世
界
が
水
産
資
源
に

熱
い
視
線
を
送
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
無
尽

蔵
だ
と
思
わ
れ
て
き
た
海
の
資
源
も
、
こ
の
ま
ま
で
は

先
細
り
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　
〝
獲
る
〞か
ら〝
育
て
て
獲
る
〞へ
。
日
本
の
海
で
も
、漁

獲
量
を
決
め
る
、産
卵
場
を
禁
漁
区
に
す
る
、漁
法
を
制

限
し
て
小
さ
い
魚
は
獲
ら
な
い
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
取
組

み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、稚
魚
を
育
て
て
放
流
す

る
な
ど
、魚
を
増
や
す
試
み
も
資
源
回
復
に
向
け
た
積
極

的
な
取
組
み
と
し
て
、全
国
各
地
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｆ
シ
ェ
ル
ナ
ー
ス

（
貝
殻
魚
礁
）の
設
置

　

魚
の
集
ま
る
「
瀬
」を
人
工
的
に
造
る
試
み
を
「
魚

礁
」と
い
い
ま
す
。

　

J
F
グ
ル
ー
プ
で
は
、
貝
殻
を
素
材
と
し
た
J
F

シ
ェ
ル
ナ
ー
ス
で
、
え
さ
場
、
か
く
れ
場
、
産
卵

場
、
藻
場
、
幼
稚
仔
（
稚
魚
、
稚
貝
）な

ど
の
保
護
育
成
場
を
造
り
、
資
源

の
回
復
と
貝
類
養
殖
の
副
産

物
で
あ
る
貝
殻
リ
サ
イ
ク

ル
を
進
め
て
い
ま
す
。

海藻おしば栞



社
会
・

環
境
貢
献
活
動

　

当
金
庫
は
、J
F
マ
リ
ン
バ
ン
ク
の
全
国
機
関
で
あ
る

と
同
時
に
、J
F（
漁
協
）、J
F
漁
連
、J
F
信
漁
連
、

J
F
全
漁
連
等
か
ら
な
る
J
F
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
も

あ
り
ま
す
。
漁
業
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、次
の
よ
う
な
活
動
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

「
豊
か
な
海
づ
く
り
」

運
動
へ
の
協
力

　

当
金
庫
は
、
昭
和
56
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
水
産
業
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会
」（
主
催
：
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
推
進

委
員
会
、
後
援
：
農
林
水
産
省
）に
協
力
し
て
い
ま

す
。
第
28
回
と
な
っ
た
平
成
20
年
度
は
、
新
潟
市
で

4
万
7
0
0
0
人
以
上
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
、
海

や
魚
に
親
し
む
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
水
産
資
源
の
維

持
培
養
・
海
の
環
境
保
全
に
対
す
る
意

識
の
高
揚
を
図
り
、
水
産
業
へ
の
認

識
を
深
め
る
活
動
に
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

JFグループとは？

水産業への支援
JFグループの一員として

全
国
海
の
子

絵
画
展
へ
の
協
力

　

当
金
庫
は
、
昭
和
53
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
「
全
国
海
の
子
絵
画
展
」（
主
催
：
全
漁
連
、
後
援
：

文
部
科
学
省
・
農
林
水
産
省
ほ
か
）に
協
力
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
絵
画
展
は
、
絵
を
描
く
こ
と
を
通
し
て
、
漁

業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
漁
業
に
夢

を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、

小
・
中
学
生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
平
成
19

年
度
に
は
、
全
国
か
ら
約
2
万
8
0
0
0
点
（
参
加
校

1
1
4
9
校
）も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

JFグループとは、日本の漁業協同組合の総称です。
JFグループは下のような組織で構成されています。

組合員

JF
（漁協）

JF漁連

JF信漁連

JF共水連
漁済連（漁済組合）
（漁船保険組合）

JF全漁連

農林中央金庫
信用

共済
（保険）

指導
経済
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